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家庭支援論 

授
業
の
概
要 

① 子どもの育つ場としての家族・家庭の役割を検討し、子どもと家族・家庭の関係やその役割について学ぶ。 

② 子育て家庭を支える法・制度及び社会資源を学び、子育てをめぐる諸課題に対しての社会的支援を学ぶ。 

③ 諸外国の子育て支援制度を知り、国際比較を通して日本の子育て支援を客観的に見つめ、支援における基本的な理念を学ぶ。 

 

到達目標 
学習成果Ⅰ 学習成果Ⅱ 学習成果Ⅲ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

１．子どもが育つ場として捉えた時の家族・家庭の役割を理解する。  ◎ ○ ◎    ○  

２．子育てをめぐる諸問題とその背景を理解し、子育て家庭の支援における保育

者としての役割に気づく。 
◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○  

３．子育て家庭の支援に関する政策動向及び支援の実際について理解を深め、 

諸外国の例との比較から現状と課題を客観的に把握する。  
 ◎ ○ ◎ ○   ○  

４．多様な背景をもつ子どもたち一人ひとりの心に寄り添う支援の在り方につい 

て考察を深める。  
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

凡例 ◎：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために特に重要な目標、〇：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために重要な目標   査定項目①～⑨はⅳページ参照 

 主        題 準備学習 本時の学習内容と到達目標 復   習 

１ 

オリエンテーション 

子ども家庭支援の意義

と必要性 

シラバスに目を通しておく。 

教科書 2ページ～12ページを読ん

でおく 

・授業の進め方及び評価の方法を理解する。 

・子どもが育つ場としての「家族」「家庭」の役割 

や「意義」について考える。 

今後の学びの見通しを立てる。 

本時の学習内容をまとめておく。 

２ 
子ども家庭支援の目的

と機能 

教科書14ページ～24ページを読ん

でおく。 

・子育て支援に関する制度や現状家族・家庭の動向 

と現状について理解し、子ども家庭支援の目的

について学ぶ。 

本時の学習内容をまとめておく。 

３ 
子育て支援施策・次世代

育成支援施策の推進 

教科書26ページ～36ページを読ん

でおく。 

・子育て支援・次世代育成支援の背景や施策につい 

て理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

４ 
子育て家庭の福祉を図

るための社会資源 

教科書38ページ～48ページを読ん

でおく。 

・子育て家庭を支える社会資源やその担い手につ

いて理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

５ 

保育の専門性を活かし

た子ども家庭支援とそ

の意義 

教科書50ページ～60ページを読ん

でおく。 

・保育の専門性を活かした支援の意義を学び、保育

者の具体的な専門性について理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

６ 
子どもの育ちの喜びの

共有 

教科書62ページ～72ページを読ん

でおく。 

・保育所保育指針等を通して、子どもの育ちを保護 

者と共有することの意味について考える。 
本時の学習内容をまとめておく。 

７ 

保護者および地域が有

する子育てを自ら実践

する力の向上に資する

支援 

教科書74ページ～84ページを読ん

でおく。 

・保護者および地域牛する子育てを自ら実践する

力の向上に資する支援を行う上で保育士に求め

られる視点を考える。 

本時の学習内容をまとめておく。 

８ 
保育士に求められる基

本的態度 

教科書86ページ～96ページを読ん

でおく。 

・保護者との信頼関係を築き、援助を行うために 

 保育士に求められる基本的態度について学ぶ。 
本時の学習内容をまとめておく。 

９ 
家庭の状況に応じた支

援 

教科書 98ページ～108ページを読

んでおく。 

・継続的に支援を必要とする家庭状況や保育者に

求められる役割について理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

１０ 

地域の資源の活用と自

治体・関係機関等との連

携・協力 

教科書110ページ～120ページを読

んでおく。 

・地域の多様な資源の活用と自治体や関係機関と

の連携・協力の在り方について学ぶ。 
本時の学習内容をまとめておく。 

１１ 
子ども家庭支援の内容

と対象 

教科書122ページ～132ページを読

んでおく。 

・子ども家庭支援の具体的な対象、内容とアプロー

チの方法について理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

１２ 
保育所等を利用する子

どもの家庭への支援 

教科書134ページ～144ページを読

んでおく。 

・保育ソーシャルワークの視点から保育者に求め

られる家庭支援について学ぶ。 
本時の学習内容をまとめておく。 



１３ 
地域の子育て家庭への

支援 

教科書146ページ～156ページを読

んでおく。 

・地域で子育てをしている家庭への支援について

理解する。 
本時の学習内容をまとめておく。 

１４ 
要保護自動およびその

家庭に対する支援 

教科書158ページ～168ページを読

んでおく。 

・要保護児童の現状を理解し、地域の様々な機関や

専門職の連携による支援について学ぶ。 
本時の学習内容をまとめておく。 

１５ 

子育て支援に関する課

題と展望 

まとめ 

教科書170ページ～180ページを読

んでおく。 

・子育て支援における潜在的ニーズを理解し、今後

の子育て支援の課題について学ぶ。 

本時の学習内容をまとめておく。 

学びの成果と課題を把握する。 

成績 

評価 
講義への取り組み（態度、レポート等の提出物）（40％） 期末試験（60％） 合計100％ 

 

教員か

らのコ

メント 

保育者は子どもたちへの保育を通して関わる中で、子どもの保護者や家庭に対して支援を行っていきます。複雑多様化する家庭の現代的課題に向き合い

ながら、子どもの育ちと家庭の子育て力を支える実践力を高めていただき、支援の基本的知識を習得するとともに子育て支援を展開する姿勢や態度を 

身に付けていきましょう。 

 

教科書 

書 名 新基本保育シリーズ５ 子ども家庭支援論 第2版 

著 者 松原康雄・村田典子・南野奈津子 

発行所 中央法規 

推薦 

図書 
必要に応じて随時紹介する。 

 


